
家畜衛生便り

ご あ い さ つ 所長 小倉 朋和

日頃より , 管内畜産農家並びに関係者の皆様におかれましては，家畜

保健衛生業務の推進に，ご理解とご協力頂き厚く御礼を申し上げます。

この度の定期異動により新たな職員でスタートすることとなりました。

初めて家畜保健衛生所に配属された職員，久しぶりに還ってきた職員な

ど慣れない環境に戸惑い，ご迷惑をかけることもあろうかと存じまずが，

前任者同様，ご支援，ご指導を賜りますよう，よろしくお願いします。

さて，昨年から全世界で猛威を振う新型コロナウイルスは，未だに有

効な手立てが無いまま，更に変異株が出現するなど，その脅威は衰える

ことを知りません。開発されたワクチンも一般に普及するまでには，ま

だ時間がかかりそうです。これ以上，感染を拡大させないために私たち

にできることは，「マスクの着用，３密（①密閉空間②密集場所③密接

場面）の回避，手指消毒，うがいの励行」など基本的な感染防止対策を

継続することが肝要です。

一方，家畜のウイルス感染症である高病原性鳥インフルエンザは昨年

11月5日に隣県の香川県で発生し，本県でも12月19日に初めて発生，

翌年2月9日に2例目が発生するなど，全国で52例（4月26日現在），

980万羽以上が殺処分される異例の事態となり，甚大な被害をもたらし

ました。また豚熱（CSF）は，平成30年9月9日に岐阜県で26年ぶりに

発生依頼，1都2府27県でワクチン接種（4月22日現在）が行われてい

るにもかかわらず，令和3年4月17日，栃木県で国内66例目，67例目

が発生しました。そのいずれもワクチン接種農場でした。ワクチンを過

信し飼養衛生管理に手落ちがあれば，発生を防ぐことができません。こ

れから野生イノシシなどの行動が活発になり，更にウイルスが拡散され

る恐れがあります。

従来より「発生させない。持ち込ませない。」を合い言葉に飼養衛生

管理の徹底をお願いしてきたところではありますが，本県で発生した高

病原性鳥インフルエンザを貴重な教訓とし，改めて迅速で的確な初動防

疫の大切さを痛感するとともに畜産農家の皆様また関係者におかれまし

ては，ご自身の感染予防はもちろん，農場の衛生管理についてもなお一

層のご理解とご協力を頂きますようよろしくお願いいたします。
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伝染病予防のため、適切な飼養衛生管理を
実施してください

１．異常家畜の早期発見，早期通報をお願いします。
日常の健康観察を徹底し，家畜伝染病を疑う症状を
呈している家畜を発見したときは，直ちに通報して
ください。

＜連絡先＞西部家畜保健衛生所

吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９

東みよし庁舎 ０８８３－８２－２３９７

家畜保健衛生所は，休日・夜間も２４時間対応しております。

２．農場出入口・周辺の消毒の徹底に努めてください。

３．中国など発生国への不要不急の旅行は自粛して
ください。

４．農場に出入りする人・車両の記録をお願いします。

５．衛生管理区域内に野生動物が侵入しないよう，
境界に柵等を設置してください。

６．家畜の死体を保管する場合には保管庫等を設置し，
野生動物の侵入を防止してください。

７．当所からの広報等，情報の収集に努めてください。




